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去年の夏八幡平に登った時“桜と雪の回廊八幡平”のキャッチフレーズに魅せられてゴールデン

ウィークはここに雪を見に来たいと企画して１月から募集をして楽しみにしていました。 

シルバー隊にとっては『山を歩かない山行』は、とても贅沢な２日間でした。 

私は３月に膝を痛め一時は参加を諦めかけてい

ましたが、今回行かないともう見られないそんな

気持ちが奮い立たせて参加すると決め、特訓歩

行を行い臨みました。 

今回は７名で日本桜名所百選に選ばれた岩手

県盛岡市の高松公園（明治３９年日露戦争の戦

勝記念として住民が桜の木を植えたのが始まり

で、池周辺にソメイヨシノやシダレザクラなど約

1,260 本の桜がある）の池を一周すると一時間と

の事でゆっくり散策を楽しみました。 

途中雪に覆われた岩手山が桜の花の間から凛々しい姿を見せてくれて東北の春を満喫できました。

そこからまた高速に乗り八幡平に向かい、途中の岩手山 SA で昼食を食べました。 

今日の秋田県の天気予報では、雨マークなので雪の回廊が少し心配でした。 

いつも寄る八幡平ビジターセンターで買い物を・・・

里心なのか女性は揃ってゴボウを買い求めます。

八幡平アスピーテラインに入り全長 27Ｋｍの長さ

を誇る雪の回廊がいよいよ始まります。 

今日はガスってスッキリ見えないのが残念ですが、

雪の壁が少しずつ高くなって行き歓声が上がりま

す。初めての体験に皆興奮気味で、車窓からの景

色に見入っています。雪の回廊をゆっくり走って、

途中の駐車場に車を止め雪の壁の前で記念写真

を撮りました。段々峠に近づくと、雪も少し降ってき

たので、レストハウスを利用して山頂は諦めることにしました。 



休憩後は秋田県側の雪の回廊を眺めながら角館に向かいます。途中、田沢湖町に水芭蕉の群生

地があり散策する事にしました。観光バスも多く止

まっていて、車から降りてすぐ水芭蕉園地を木道

で散策でき、間近で水芭蕉が見られて素晴らしい

所でした。 

夜のおつまみとビールをスーパーで仕入れて今

日の宿“ファーム inn 緑の風”に到着しました。 

荷物を部屋にいれて、一服してから温泉に向かい

ます。宿から車で３分程で、角館温泉「花葉館」へ

着きました。１時間１５分温泉タイムをとり、ゆっくり

温泉に浸かります。露天風呂もあり、ゆっくり浸か

ってタブの疲れを癒します。体が温まり 600Ｋｍ

走った運転の疲れもすっかり癒えました。 

宿に戻って各自荷物を整理して夕食前の宴会が

始まります。お酒やビール、飲めない人はウー

ロン茶と各自好きなものをコップに注いで乾杯し

ました。おつまみが出てお酒も進み話が弾みま

す。宿に泊まるとゆっくりお酒が飲め、会話も弾

みお互いの親睦がはかれます。 

私もコップ酒を楽しみました。薪ストーブの傍に

テーブルがあり、夕食は秋田名物比内地鶏の

「きりたんぽ鍋」です。テーブル真ん中に炭火が

用意され、きりたんぽ鍋が二つ並び贅沢な鍋が食べられました。おしゃべりしながら鍋をつつき、楽

しく美味しい夕食でした。 
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一軒家の宿は貸し切りで、解放感がありゆっくり寛ぎたいのですが、出発が早いため７時半頃には

ベットインしました。目が覚めると２時半ごそごそして

いたら相方のＴちゃんも目が覚めおしゃべりタイムで

す。そうこうしていると玄関先で朝の散歩に向かう兄

がいます。歳をとると朝が早いようです。外が明るく

なると皆さん目覚めて、一杯のコーヒーを飲みたい

とお湯を沸かし、ホットコーヒを頂きます。薪ストーブ

の炎を眺めながらゆっくり飲むコーヒーは格別です。

おかみさんが心を込めた朝食が用意され美味しくい

ただきました。オーナーが樺細工をしているとの情

報を得て見学に出かけました。予定より早めに宿を出て一路“みちのくの小京都角館”に向かいま

す。早めに出て正解、無料駐車場が利用できました。ここからは４時間かけて枝垂れ桜と角館の街



並みを見て歩きます。枝垂れ桜は盛りを過ぎていましたが、まだまだ散らずに待っていてくれました。

武家屋敷通りに入ると黒板塀の武家屋敷にしだれ桜が映えてとても素晴らしく絵になります。小野

野家～川原田家～岩橋家を見学しトイレ休憩を入れ青

柳家～石黒家に着き内部まで案内してもらい当時の面

影が残る簡素な佇まいをみた。ここから檜木内川堤の

桜並木を歩きました。桧木内堤の桜は丁度見頃で、１０

時を過ぎ観光客が大勢集まり賑やかな花見となりました。

お祭り広場では屋台が並び、地元の子供たちが太鼓や

踊りを披露していました。最後は田町武家屋敷を廻り、

安藤家は老舗の味噌蔵で味見をしてお土産買いをしま

した。新藤昆布店に寄り、とろろ昆布を求めてから昼食

になります。秋田名物稲庭うどんを西宮家でい

ただきます。お腹も一杯になり駐車場まで店先

を覗きながら歩きました。 

今回は街歩きで山歩きと違い、あちこちに寄り道

を楽しむ楽しい時間でした。 

大曲 IC から高速に乗り、心配した渋滞も栃木ＩＣ

近くだけで１８時に到着し解散しました。 

心配した雨も傘をさすことも無く、楽しく桜と雪の

回廊を回ることが出来ました。 

今回私は膝痛の為皆さんに迷惑をかけてしまい

ましたが、皆さんの優しい言葉に励まされて感謝です。皆さん大変お世話になりました。 

                                                        大西 記 

 

  


